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　平成21年度から始まった木古内町での発掘調査も平

成28年～令和２年に行われた幸連５遺跡の調査で終了

し、現在は報告書作成を行っています。私が主に石器の

整理を担当してきた中で、とくに幸連５遺跡で気になっ

た遺物について紹介したいと思います。

　幸連５遺跡からは多量の石器が出土しています。人の

顔が描かれた三角形石製品や長野県産黒曜石製の石鏃

は、新聞報道もされたように注目を集める遺物でした。

このほかにも石棒、青竜刀形石器、刃部突出形石刀、石

冠様石器、側縁有溝石器、浮文が施された石版、岩偶な

どの多くの石製品が見つかっています。

　中でも興味を引いたのは三脚石器（三角形板状石器）

です。これは板状礫を打ち欠いて三角形状に整形して、

３辺に急角度の刃部を作り出した石器です。同様の石器

は信濃川流域（新潟県）、米沢盆地（山形県）、米代川流

域と八郎潟周辺（秋田県）が主な分布域とされています。

100点以上が出土することは珍しく、新潟県清水上遺跡

788点、同五丁歩遺跡133点、山形県台ノ上遺跡255点、

秋田県伊勢堂岱遺跡184点があります。幸連５遺跡では

約600点が出土していますが、これは異常に多い量で一

遺跡としては清水上遺跡に次ぐ２番目に多い量です。な

お、北斗市茂別遺跡でも184点が出土していることから、

北海道側津軽海峡沿岸もこの遺物の分布域と考えてもよ

さそうです。多くの遺跡では１～ 20点ほどの出土で、

遺跡間で出土量に極端な多寡がみられる遺物です。米沢

盆地では前期前半の遺構からも出土していますが、主に

縄文時代中期～後期にみられる遺物です。幸連５遺跡で

は中期後葉～後期初頭に使われています。

　幸連５遺跡では、形状を腹面が反っているものと平坦

なもの、さらに刃部が内側に反っているものと直線状の

ものの大まかに４つの組み合わせに分けました。腹面が

平坦で刃部が直線状のものが約半分を占めます。

　刃部はスクレイパーと似ていますが、使用する石材に

違いがあります。幸連５遺跡ではスクレイパーが硬い頁

岩製なのに対して、この石器はほとんどが泥岩製です。

他の分布域でも軟質の石材を利用することが多いようで、

石材を選択して作っているようです。細部を見ていくと、

刃部の中央部に細かい剥離や摩滅がみられたり、先端部

に原石面が残存していたり、先端部のみ熱を受けて赤く

なっているものが一定数みられます。このことから、ス

クレイパーのように使用された可能性がありますが、先

端部のみの被熱など、どのように使用されたのかわから

ない部分もあり、いろいろと考える必要があります。

　この石器の用途については、軟質の石材を使っている

ことから柔らかい植物質のものに使われたのではない

か、伊勢堂岱遺跡ではお墓から出土していたことから祭

祀・儀礼用ではないか、といった推測がされてきました。

　しかし、実用的な石器ならば、なぜ遺跡間の出土量に

極端な多寡がみられるのかを考えてみなければなりませ

ん。また、幸連５遺跡では盛土遺構や住居覆土から多く

出土していて祭祀・儀礼と関連しているとは思われませ

んし、大河川の流域ではないこともほかの分布域とは異

なるところです。

　こうしてみてみると、この石器にはまだわからないこ

とがたくさんあります。縄文の人々がこの石器をどのよ

うにして使っていたのか、それを解き明かしていくのも

考古学の楽しみの一つでもあります。

� （第１調査部第２調査課主査　酒井　秀治）

〇三脚石器（三角形板状石器）
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写真2　形状の分類
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写真３　先端部や刃部
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写真１　三脚石器（三角形板状石器）
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　遺跡は、千歳市の南端、新千歳空港用地内にあります。

苫小牧市との境を流れる美沢川の左岸、標高7～ 9mの

緩斜面上に立地します。

　空港建設に伴う昭和51年から平成7年度に至る発掘調

査によって、縄文時代後期の周堤墓や周溝墓などの大規

模な墓群や縄文時代前期から晩期までの集落跡が確認さ

れました。膨大な数の出土遺物の中には重要文化財の動

物形土製品や土偶、ヒスイ製玉などもあります。

　今回の調査は空港誘導路複線化に伴うもので、盛土墓

や竪穴住居跡、土坑、焼土など縄文時代前期から後・晩

期の遺構が出土しました。特に盛土墓は昭和51年度調

査で確認された続きの部分にあたり、支笏火山灰を積み

上げてつくられた様子が明らかになりました。

　遺跡は、厚真町市街地から北へ約4.5ｋｍ、知
ち

決
けっ

辺
ぺ

川

に注ぐ小河川ニタッポロ沢右岸の丘陵裾部（標高65～

70ｍ）に位置します。北海道胆振東部地震の災害対策

の一つ、砂防堰堤建設工事に伴う発掘調査です。

　みつかった遺構は縄文時代中期の焼土1か所、晩期の

焼土1か所です。晩期の焼土は灰層を伴い、強く焼かれ

ていました。周辺には細かく割れた晩期の土器片のほか、

焼けた獣骨片、黒曜石の剥片が散らばっていました。

　遺物は、土器2,184点、石器・礫1,721点、計3,905

点が出土しました。晩期の土器片が最も多く、チケッペ

川に向かう斜面下へ続いていると思われます。次に多い

のは中期の土器片です。また、早期の貝殻文土器もわず

かに出土しています。

　遺跡は、厚真町役場から北東へ約3㎞、近
ちか

悦
えっ

府
ぷ

川右岸

側の丘陵縁辺部（標高35～ 40m）に位置します。

　検出した遺構は、縄文時代早期の礫集中1か所、同中

期の竪穴建物跡1軒、土器片集中1か所、フレイク集中1

か所、礫集中1か所、続縄文時代前葉の土坑1基、擦文

文化期の礫集中1か所です。土坑の坑口部とその周辺か

らは、続縄文時代前葉の土器片約2,600点がまとまって

出土しました。

　出土した遺物は土器約6,400点、石器等約7,500点で、

土器は縄文時代早期・中期・続縄文時代前葉のものが多

く、石器は縄文時代早期の石鏃や石匙、縄文時代中期の

石槍が目に付きます。注目される遺物として、表紙で紹

介した土偶の頭部があります。

〇令和３年度の発掘調査（令和３年度後半）
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盛土墓　調査の様子

遺跡遠景と砂防堰堤

調査の様子
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◆交通案内◆・JR大麻駅から、徒歩約20分　・新さっぽろバスターミナル発
　　・JRバス（文京台線循環新83）・夕鉄バス（文教通西）に乗車「くりの木公園前」下車、徒歩5分
　　・JRバス・夕鉄バス（江別方面行き）に乗車「北翔大・札学院大前」下車、徒歩15分

　遺跡は、厚真町市街地から東北東へ約 10㎞、厚真川

支流の日高幌内川右岸の河岸段丘上にあり、標高は約

75ｍです。

　遺構は、礫集中が１か所みつかりました。

　遺物は、縄文時代中期後半から後期前葉の土器や、石

鏃、スクレイパー、磨製石斧、たたき石、砥石などの石

器が出土しました。

　日高幌内川沿いでみつかった初めての遺跡であり、今

後周辺でも新たな遺跡がみつかる可能性があります。

○令和３年度発掘調査一覧

○令和４年度発掘調査予定一覧

調査の様子

事��業��者 事����業����名 市町村 遺跡名 面積（㎡） 備考

国土交通省　
北海道開発局

札幌開発建設部 新千歳空港平行誘導路複線化整備事業 千歳市 美々４ 320

小樽開発建設部 一般国道5号倶知安余市道路（共和－余市） 仁木町 モンガクＣ 2,663

室蘭開発建設部 特定緊急砂防事業（厚真川水系） 厚真町

ニタッポロ沢 524

桜丘１ 1,368

日高幌内 1 208

網走開発建設部 遠軽北見道路（生田原道路） 遠軽町 旭野５ 2,640

東日本高速道路
株式会社北海道

支社
帯広管理事務所 道東自動車道�占冠 IC～トマム IC�4 車線

化事業 占冠村 占冠原野１ 2,126

合計 9,849

事��業��者 事����業����名 市町村 遺跡名 面積（㎡） 備考

国土交通省　
北海道開発局

札幌開発建設部 新千歳空港平行誘導路複線化整備事業 千歳市 美々４ 640

小樽開発建設部 一般国道5号倶知安余市道路（共和－余市） 仁木町 モンガクＣ 2,090

北海道 渡島総合振興局
火山砂防工事 函館市 サルカイ 320

道路改良工事 松前町 福山城下町 603

その他 帯広市 滑走路端安全区域整備事業 帯広市 帯広空港南A 1,380

合計 5,033
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